


















済学研究科修士課程を修了後、 66年東大助手に採用、 69年に大阪大学経済学部講師、 70年同























































しろ英語から日本語の名称を考えようと提案された。その時のメモには、 "Osaka School of
International Public Policy and Government"とある。 "University"という言葉がないの
は、 "Kennedy School of Government"のように、優れた大学院は大学の名前がなくても通
用するという鳩山理論に、その場にいた全員が盛り上がったからである。 "Government"は
英語名から消えてしまったが、われわれがめざしてきたのはまさに"Public Policy and
Government"であった　OSIPPは真のPublic Policy and Governm印t Schoolにはほど遠
い存在である。その意味でも、われわれは城山ビジョンに従って、第2の改革、第3の改革
を進めなければならない。
最後に、人間として、教師としての鳩山先生について語っておきたい。
1995年1月19日の教授会は、阪神・淡路大震災の翌々日の木曜日であった。倒壊したブロ
ック塀で自動車が出せず、自転車で息を切らして駆けつけると、イ号鰭(1929年に建築され
た阪大最古の建物)の1階にあったクラッシックな大会議室にはすでに登山スタイルの城山
先生の姿があったo大きな被害を受けられた先生がいつもと変わらない様子で議論されてい
たのはさすがだった。私的なこと、個人的なことと公的なことははっきり区別されるのが常
であった。
教師としていまだにまねができないのは、先生が廊下やエレベーターの中でも、学生に「ど
うだい、元気にやってるかい」と気軽に声をかけられていたことだ。院生室がイ号館にあっ
たときも、ときどき部屋にあらわれては「何か困ったことはないかい」と話しかけられてい
た。本間正明経済学研究科教授(元OSIPP教授)によれば、大学院生の時、鳩山先生が「阪
大に赴任された日、ふらりと院生室にあらわれ、気軽に声をかけてくださった」そうだ(ち
っとも、城山先生によれば、赴任直後に院生室に連れられていったら、えらそうな質問をす
る院生がいて、大変なところへ来てしまったと思われたそうだ)。 1969年のことである。 「風
爽としたリベラルな態度」は終生変わらなかったのだ。 1人の学者がいかにたくさんの人間
に感動と勇気を与えることができるか。原山スタイルは並の学者がまねすることができない
理想像であるが、われわれの夢と希望であり続けるだろう。
1998年春、高岡に立つ先生に別れを惜しむ教員や学生が問うた。どうして阪大を去られる
のかと. 「もう都会の大きな大学で一流の学生はたくさん教えたoこれからは地方へ行ってま
た違った若い人を相手にしたい。どこまでできるか試してみたい。」われわれは、改革者、学
者、教師のモデルとして、城山先生の姿をいつまでも追いかけるだろう。現実に裏付けられ
た理論、理論に裏付けられた実践を現実のものとするために。
